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松
島
さ
ん
　
受
賞
の
言
葉

昔
か
ら
、
賞
と
名
の
つ
く
も
の
に
、
と
ん
と

縁
の
な
か
っ
た
せ
い
か
、
今
の
気
持
ち
が
う
ま

く
言
葉
に
出
来
な
い
私
が
い
ま
す
。

嬉う
れ

し
い
！
　
　
　
万
歳
！

今
思
い
浮
か
ぶ
言
葉
は
そ
れ
ば
っ
か
り
で
、

文
学
の
賞
を
い
た
だ
い
た
と
い
う
の
に
、
今
に

な
っ
て
改
め
て
自
分
の
持
つ
語ご

彙い

の
貧
弱
さ
に

気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

随
分
と
長
い
間
、
小
説
を
書
く
と
い
う
こ
と

を
続
け
て
い
て
、
や
っ
と
一
つ
、
こ
う
い
っ
た

結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
、
人
生
で
初
め
て

「
感
無
量
」
と
い
う
感
情
を
味
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
日ひ

々び

是こ
れ

精
し
ょ
う

進じ
ん

を
目
指
し
て
、
小

説
を
書
き
続
け
る
と
い
う
気
持
ち
を
改
め
て
抱

き
直
し
て
い
ま
す
。

と
に
か
く
、
今
は
審
査
員
の
皆
様
方
並
び
に
、

私
の
執
筆
活
動
を
精
神
的
に
も
、
肉
体
的
に
も

支
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
、
家
族
や
、
友
人
に

心
か
ら
感
謝
し
た
い
で
す
。

本
当
に
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

舟ふ
な

橋は
し

聖せ
い

一い
ち

顕
彰
文
学
賞
は
、
彦
根
市
の
名
誉
市
民
で
あ

る
作
家
・
故
舟
橋
聖
一
氏
の
功
績
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、

広
く
青
少
年
の
文
学
奨
励
を
は
じ
め
と
し
た
教
育
・
文
化

の
振
興
を
図
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

18
〜
30
歳
の
青
年
を
対
象
と
し
た
第
17
回
「
青
年
文
学

賞
」
に
は
全
国
か
ら
１
１
１
編
の
応
募
が
、
ま
た
、
近
畿

各
府
県
お
よ
び
滋
賀
県
に
隣
接
す
る
各
県
の
小
・
中
・
高

校
生
を
対
象
と
し
た
第
20
回
「
文
学
奨
励
賞
」
に
は
１
４

６
編
の
応
募
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
ま
し
た
。

選
考
の
結
果
、
今
回
の
受
賞
作
品
が
次
の
よ
う
に
決
定

さ
れ
、
表
彰
式
が
11
月
20
日
㈰
、
市
内
の
ホ
テ
ル
で
行
わ

れ
ま
す
。

最
優
秀
賞

《
小
説
》
お
見
合
い
　
松ま

つ

島し
ま

那な

美み

さ
ん

（
三
重
県
津
市
）

佳
　
　
作

《
小
説
》
藥

く

す

り

箱
　
加か

藤と
う

敬の
り

尚ひ
さ

さ
ん

（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

青 年 文 学 賞

※文学奨励賞の受賞者は次ページで
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申
し
込
み
の
手
続
き

あ
な
た
の
預
貯
金
口
座
の
あ
る
取

扱
金
融
機
関
・
郵
便
局
の
窓
口
で
、

「
彦
根
市
市
税
等
口
座
振
替
依
頼
書
」

（
用
紙
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
担
当

課
お
よ
び

出
納
室
（
市
役
所
１
階
）、

市
内
の
各
金
融
機
関
・
郵
便
局
の
窓

口
に
あ
り
ま
す
。）
に
預
貯
金
通
帳

と
通
帳
使
用
印
鑑
を
添
え
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

取
扱
金
融
機
関

次
の
金
融
機
関
の
、
各
本
・
支
店

（
市
外
の
店
舗
を
含
む
。）
で
取
り
扱

い
ま
す
。

▼
滋
賀
銀
行

▼
り
そ
な
銀
行

▼
滋
賀
中
央
信
用
金
庫

▼
び
わ
こ
銀
行

▼
近
畿
労
働
金
庫

▼
大
垣
共
立
銀
行

▼
滋
賀
県
信
用
組
合

▼
滋
賀
県
民
信
用
組
合

▼
商
工
組
合
中
央
金
庫

▼
東
び
わ
こ
農
業
協
同
組
合

▼
郵
便
局

振
替
で
き
る
税
目
な
ど

▽
固
定
資
産
税

▽
軽
自
動
車
税

▽
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）

▽
国
民
健
康
保
険
料

▽
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
）

▽
市
営
住
宅
家
賃

▽
上
・
下
水
道
料
金

▽
し
尿
処
理
手
数
料

▽
下
水
道
受
益
者
負
担
金
・
分
担
金

▽
農
村
下
水
道
使
用
料

▽
保
育
料

▽
留
守
家
庭
児
童
会
利
用
料

納
　
期

科
目
ご
と
の
納
期
は
、
下
の
一
覧

表
の
と
お
り
で
す
。

振
替
日

原
則
と
し
て
各
納
期
月
の
最
終
日

に
振
り
替
え
ま
す
。

領
収
の
確
認

原
則
と
し
て
、
口
座
振
替
済
領
収

通
知
書
の
発
行
は
省
略
し
て
い
ま

す
。（
郵
便
局
を
ご
利
用
の
場
合
は
、

郵
政
公
社
自
動
払
込
の
規
定
に
よ
り

省
略
し
て
い
ま
す
。）
領
収
に
つ
い

て
は
、
預
貯
金
通
帳
の
記
帳
な
ど
に

よ
り
、
振
替
済
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
軽
自
動
車
税
の
口
座
振
替
を

利
用
し
て
い
る
人
で
、
車
検
が
必
要

な
車
種
を
お
持
ち
の
人
に
は
、
車
検

用
納
税
証
明
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

※
領
収
通
知
書
の
送
付
を
希
望
す
る

人
は
、
各
担
当
課
ま
で
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課（
①
②
③
）
☎
30-

６
１
０
８
番

保
険
年
金
課（
④
⑤
）
☎
30-

６
１
３

７
番

建
築
住
宅
課（
⑥
）
☎
30-

６
１
２
３
番

水
道
部
業
務
課（
⑦
）
☎
30-

６
１
２

７
番

生
活
環
境
課（
⑧
）
☎
30-

６
１
１
６
番

下
水
道
部
管
理
課（
⑨
）
☎
22-

５
４

５
８
番

農
林
水
産
課（
⑩
）
☎
30-

６
１
１
８
番

児
童
家
庭
課（
⑪
⑫
）
☎
23-

９
５
９

０
番

「
平
日
の
昼
間
に
は
、
金
融
機
関
に
行
く
時

間
が
な
い
」、「
つ
い
つ
い
納
付
期
限
を
忘
れ
て

し
ま
う
」
そ
ん
な
あ
な
た
に
、
便
利
な
口
座
振

替
制
度
の
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

口
座
振
替
な
ら
、
納
期
ご
と
に
窓
口
へ
出
向

い
て
い
た
だ
く
必
要
も
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も

な
く
、
安
心
で
す
。
一
度
申
し
込
み
の
手
続
き

を
さ
れ
ま
す
と
、
翌
年
以
降
も
継
続
し
て
自
動

振
替
さ
れ
ま
す
。

小
学
生
の
部

第
一
席

〈
作
文
〉
か
ん
ぴ
ょ
う

小こ

島じ
ま

眞し
ん

司じ

さ
ん

(
若
葉
小
６
年
・
日
夏
町)

第
二
席

〈
作
文
〉
人
間
ら
し
く

板い
た

谷や

崇た
か

央ひ
ろ

さ
ん

(

虎
姫
町
立
虎
姫
小
６
年

・
東
浅
井
郡
虎
姫
町)

第
三
席

〈
作
文
〉
み
ん
な
が
三
年
生

だ
っ
た
と
き

山や
ま

根ね

早さ

貴き

さ
ん

(

金
城
小
３
年
・
開
出
今
町)

中
学
生
の
部

第
一
席

〈
作
文
〉
親
愛
な
る
あ
な
た
へ

心
か
ら
の
あ
り
が
と
う
を

柴し
ば

田た

鈴す
ず

花か

さ
ん

(

彦
根
中
１
年
・
宇
尾
町)

第
二
席

〈
作
文
〉
部
活
ノ
ー
ト
の
思
い
出
、

そ
し
て
得
た
も
の

小お

川が
わ

菜な

摘つ
み

さ
ん

(

彦
根
中
３
年
・
法
士
町)

第
三
席

〈
作
文
〉
近
江
商
人
の
里
を
訪
ね
て

内う
ち

片か
た

綾あ
や

華か

さ
ん

(

中
央
中
３
年
・
中
藪
町)

高校生の部

第一席

〈創作〉私の話

村
むら

山
やま

薫
かおる

さん

（河瀬高１年・平田町）

第二席

〈創作〉カメラ

森
もり

江
え

香
か

奈
な

恵
え

さん

（京都精華女子高２年・京都市）

第三席

〈創作〉祖父と花

井
いの

上
うえ

晴
はる

美
み

さん

（米原高３年・長浜市）

彦
根
城
は
、
今
か
ら
約
４
０
０
年

前
、
築
城
が
開
始
さ
れ
、
慶
長
12
年

（
１
６
０
７
）
こ
ろ
、
天
守
が
完
成

し
ま
し
た
。
今
も
城
下
町
彦
根
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
、
雄
姿
を
誇
る
彦
根

城
は
、
平
成
19
年
に
築
城
４
０
０
年

の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
を
契
機
に
、
彦
根
の
新
た
な

飛
躍
・
発
展
を
目
指
し
、「
国
宝
・

彦
根
城
築
城
４
０
０
年
祭
」
を
開
催

す
る
た
め
、「
国
宝
・
彦
根
城
築
城

４
０
０
年
祭
実
行
委
員
会
」
が
10
月

26
日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
実
行
委
員
会
で
具
体

的
な
事
業
内
容
等
の
検
討
を
行
い
、

平
成
19
年
の
開
催
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

実
行
委
員
会
の
構
成(

順
不
同
）

市
民：

市
民
公
募
委
員

大
学：

滋
賀
大
学
、滋
賀
県
立
大
学
、

聖
泉
大
学
、
ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学

連
合
日
本
セ
ン
タ
ー

団
体：

彦
根
商
工
会
議
所
、
㈳
彦
根

観
光
協
会
、
彦
根
商
店
街
連
盟
、

彦
根
市
物
産
協
会
、稲
枝
商
工
会
、

㈳
彦
根
青
年
会
議
所

行
政
な
ど：

彦
根
市
議
会
、滋
賀
県
、

彦
根
市

《
役
員
体
制
》

会
長
　

▼
北き

た

村む
ら

昌
し
ょ
う

造ぞ
う

（
彦
根
商
工
会
議
所
会
頭
）

副
会
長
　

▼
藤ふ

じ

田た

益ま
す

平へ
い

（
㈳
彦
根
観
光
協
会
会
長
）

▼
岡お

か

村む
ら

博ひ
ろ

之ゆ
き

（
㈳
彦
根
青
年
会
議
所
次

期
理
事
長
）

▼
矢や

田だ

徹
と
お
る

（
彦
根
市
教
育
長
）

市
民
公
募
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

応
募
者
15
人
の
な
か
か
ら
、
次
の

皆
さ
ん
が
選
考
さ
れ
ま
し
た
。（
順

不
同
）

▼
池い

け

内う
ち

紳し
ん

哉や

さ
ん
（
開
出
今
町
）

▼
門か

ど

野の

三み

喜き

重え

さ
ん
（
高
宮
町
）

▼
武た

け

野の

貞さ
だ

嗣つ
ぐ

さ
ん
（
長
曽
根
南
町
）

▼
中な

か

川が
わ

陽よ
う

介す
け

さ
ん
（
芹
川
町
）

問
い
合
せ
先

国
宝
・
彦
根
城
築
城

４
０
０
年
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

（

彦
根
城
築
城
４
０
０
年
祭
推

進
室
内
）
☎
30-

６
１
４
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

文 学 奨 励 賞

▲10月26日に開催された１回目

の実行委員会



▽
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

▽
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

▽
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て

よ
う

▽
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平

等
を
実
現
し
よ
う

▽
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

▽
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を

深
め
よ
う

▽
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

▽
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
な
ど
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ

う
▽
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す

る
偏
見
を
な
く
そ
う

▽
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権

に
配
慮
し
よ
う

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人

権
侵
害
は
止
め
よ
う

▽
同
性
愛
な
ど
性
的
指
向
を
理
由
と

す
る
差
別
を
な
く
そ
う

▽
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な

く
そ
う

▽
心
の
性
と
身
体
の
性
が
一
致
し
な

い
人
に
対
す
る
差
別
を
な
く
そ
う

が
と
て
も
大
切
で
す
。

皆
さ
ん
も
「
人
権
週
間
」
を
機
会

に
、
家
庭
や
職
場
、
学
校
、
地
域
で
、

家
族
や
友
達
、
み
ん
な
と
人
権
に
つ

い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

人
権
が
不
当
に
侵
害
さ
れ
、
社
会

的
弱
者
の
立
場
を
し
い
ら
れ
る
人
た

ち
が
い
ま
だ
に
な
く
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
機
会
に
、
そ
う
し
た
問
題
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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「
人
権
と
は
、
人
間
が
幸
せ
に
生

き
て
い
く
権
利
で
、
す
べ
て
の
人
が

生
ま
れ
な
が
ら
に
も
っ
て
い
る
基
本

的
な
権
利
で
す
。」（
彦
根
市
人
権
尊

重
都
市
宣
言
か
ら
）

部
落
差
別
、
男
女
差
別
、
外
国
人

差
別
、
障
害
者
差
別
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
差
別
や
偏
見
を
な
く
し
、
み
ん
な

が
明
る
く
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く
り

た
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
人
権
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
し
、
周
り
の
人
の

人
権
を
尊
重
す
る
意
識
を
持
つ
こ
と

育
て
よ
う
　
一
人
一
人
の
　
人
権
意
識

人
権
ク
イ
ズ

次
の

に
あ
て
は
ま
る
数
字
２
つ
を
答
え
て
く
だ
さ
い
。

12
月
　
日
か
ら
　
日
は

「
人
権
週
間
」
で
す

応
募
の
方
法

は
が
き
に
答
え
（
数
字
２
つ
）、
郵
便
番
号
、
住
所
、
名
前
、

人
権
に
つ
い
て
の
意
見
を
書
い
て
、
12
月
12
日
㈪
（
必
着
）
ま
で
に
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
１
０
０
人
に
オ
リ
ジ
ナ

ル
マ
グ
カ
ッ
プ
を
贈
り
ま
す
。
当
選
者
の
発
表
は
発
送
に
か
え
ま
す
。

応
募
先

大
津
地
方
法
務
局
・
滋
賀
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
「
人
権
ク

イ
ズ
」
係
（
〒
５
２
０-

８
５
１
６
　
大
津
市
京
町
三
丁
目
１-

１
）

「人権週間」
と
は
？

世界人権宣言が国際連合総会で

採択された昭和23年12月10日は、

これを記念して「人権デー」と制

定されています。

日本では、人権デーを最終日と

する１週間を「人権週間」と定め、

人権尊重思想の普及と高揚のため

の啓発活動を全国的に展開してい

ます。

12
月
４
日
〜
10
日

第
57
回
人
権
週
間

人権尊重と部落解放をめざす
県民のつどい

人権尊重と部落解放をめざして、学習と活動の輪を広め、

連帯を深め合います。

日時 12月４日㈰ ９：50～15：30

場所 県立文化産業交流会館（米原市）

意見発表

一人一人の違いを認めて　森仁美さん（米原市）

記念講演

地域づくりと人権・同和行政

講師：中川幾
いく

郎
お

さん（帝塚山大学大学院教授、博士）

解放県民センター・滋賀県人権センター30周年記念

特別講演 人権確立への30年を振り返って

講師　組
くみ

坂
さか

繁
しげ

之
ゆき

さん

人権パネル展、物産展
※会場へは公共交通機関をご利用ください

問い合わせ先 人権政策課☎30-6115、FAX22-1398

人権に関わる相談は

人権擁護委員へ

人権に関する問題で、相談する相手がな

くて困ったという経験はありませんか。

そんなときには、人権擁護委員が相談に

応じます。いじめや体罰、児童虐待などの

子どもの人権や、配偶者・パートナーから

の暴力など女性の人権、部落差別をはじめ

あらゆる差別問題、家庭内、職場内、隣近

所での問題などについて相談を受け付けて

います。

市内の人権擁護委員は、次の皆さんです。

内
　
　
　
　
容

入
場

無
料

人
権
週
間
の
強
調
事
項

川
かわ

那
な

部
べ

梓
あずさ

さん（西中学校１年）

標
語
　
中
学
生
の
部

オ
ン
リ
ー
ワ
ン

か
が
や
く
笑
顔

大
切
に

「
は
ー
と
ふ
る
メ

ッ
セ
ー
ジ
２
０
０
５
」

作
品
募
集
中
！
詳
し

く
は
、「
広
報
ひ
こ
ね
」

７
月
１
日
号
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、

人

権
政
策
課
☎
30-

６
１

１
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

吉よ
し

原は
ら

未み

紗さ

さ
ん
（
西
中
学
校
１
年
）

標
語
　
一
般
の
部

咲
か
そ
う
よ

笑
顔
の
花
を

地
球
の
上
に
!!

杉す
ぎ

本も
と

志し

保ほ

さ
ん
（
彦
根
女
子
高
等
学
校
２
年
）

ポスター　中学生の部

学
年
は
い
ず
れ
も
応
募
時
の
も
の
で
す
。



ら
責
任
を
自
覚
し
、
し
て
い
い
こ

と
、
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
、

愛
情
を
持
っ
て
教
え
ま
し
ょ
う
。

・
買
い
物
の
間
、
子
ど
も
だ
け
で
ゲ

ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
遊
ば
せ
て

い
る
と
、ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
事
件
・
事
故
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
よ
う
青
少
年
健
全

育
成
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

☎
24-

７
９
７
１

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番

年
末
事
業
資
金

教

育

資

金
の
ご
案
内

▼
国
の
事
業
ロ
ー
ン
（
年
末
資
金
）

融
資
額

４
、
８
０
０
万
円
以
内

返
済
期
間

運
転
資
金
　
５
年
以
内

設
備
資
金
　
10
年
以
内

利
　
　
率

年
１
・
80
％
（
固
定
）

※
11
月
１
日
現
在

▼
国
の
教
育
ロ
ー
ン

融
資
額

学
生
・
生
徒
１
人
に
つ
き

２
０
０
万
円
以
内

返
済
期
間

10
年
以
内
（
在
学
期
間

中
の
据
置
あ
り
）

利
　
　
率

年
１
・
55
％
（
固
定
）

※
11
月
10
日
現
在

問
い
合
わ
せ
先

国
民
生
活
金
融
公

庫
彦
根
支
店
☎
24-

０
２
０
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

６
６
４
０
番

未
来
あ
る
青
少
年
の

健
全
育
成
と

安
全
で
、心
安
ら
ぐ

暮
ら
し
を
求
め
て

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
や
青
少

年
が
、
心
身
と
も
に
豊
か
で
た
く
ま

し
く
成
長
し
て
い
く
こ
と
は
、
市
民

み
ん
な
の
願
い
で
す
。
し
か
し
、
子

ど
も
た
ち
や
青
少
年
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
な
か
で
、「
地
域
の
子
ど

も
は
地
域
で
守
り
育
て
る
」
を
合
言

葉
に
、
各
地
域
や
関
係
団
体
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
な
ど
多
く
の
人

が
、
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

域
行
動
計
画
」の
目
標
達
成
状
況
や
、

市
民
団
体
の
活
動
、
環
境
行
政
施
策

な
ど
、
環
境
に
関
す
る
内
容
全
般
が

分
か
り
ま
す
。

「
彦
根
市
の
環
境
」
は
、
市
役
所

１
階
「
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
」、
図

書
館
、
各
地
区
公
民
館
で
無
料
で
閲

覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
１
階

生
活
環
境
課
窓
口
、
各
支
所
・
出
張

所
で
希
望
者
に
無
料
で
配
布
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課
☎

30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０

３
９
５
番

ご
覧
く
だ
さ
い

平
成
17
年
版
「
彦
根
市
の
環
境
」

平
成
16
年
度
に
お
け
る
彦
根
市
の

環
境
の
状
況
や
、
施
策
を
ま
と
め
た

彦
根
市
版
環
境
白
書
「
彦
根
市
の
環

境
」
が
で
き
ま
し
た
。

「
彦
根
市
の
環
境
」
は
、
Ａ
４
判

91
ペ
ー
ジ
。
市
内
を
流
れ
る
河
川
の

水
質
調
査
の
結
果
、
市
内
４
地
点
の

土
壌
調
査
の
結
果
、
大
気
の
汚
染
の

状
況
や
、
騒
音
調
査
の
結
果
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
に
生

息
す
る
植
物
や
動
物
の
う
ち
、
希
少

な
も
の
の
リ
ス
ト
も
あ
り
ま
す
。
ほ

か
に
は
「
環
境
基
本
計
画
お
よ
び
地

※ゑびす講期間中、路線バスは始発から最終便まで本町経由で

運行されます。

問い合わせ先 彦根商店街連盟事務局☎22-7303

ゑびす講本部☎22-0466
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ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
も
、
安

全
で
、心
安
ら
ぐ
暮
ら
し
を
目
指
し
、

次
の
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
の
子
ど
も
は

地
域
で
守
り
育
て
ま
し
ょ
う

・
あ
い
さ
つ
・
声
か
け
を
第
一
に
、

互
い
に
見
守
り
心
の
通
う
関
係
づ

く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・
青
少
年
が
積
極
的
に
参
画
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・
子
ど
も
た
ち
が
犯
罪
な
ど
に
巻
き

込
ま
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
不

審
な
人
を
見
か
け
た
ら
、
す
ぐ
に

１
１
０
番
通
報
を
し
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
言
動

で
き
る
こ
と
か
ら
ま
ず
一
歩

・
ご
み
、
空
き
缶
な
ど
の
ポ
イ
捨
て

を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

気
持
ち
よ
く
住
め
る
ま
ち
を
み
ん

な
で
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
自
転
車
の
放
置
は
、
交
通
の
支
障

に
な
る
と
と
も
に
、
青
少
年
に
よ

る
安
易
な
窃
盗
を
許
し
、
結
果
と

し
て
悪
の
芽
生
え
に
つ
な
が
り
か

ね
ま
せ
ん
。
自
転
車
は
決
め
ら
れ

た
場
所
に
、
施
錠
し
て
置
き
ま
し

ょ
う
。

・
公
共
施
設
や
お
店
な
ど
で
、
走
り

回
っ
た
り
、
大
声
で
叫
ん
だ
り
す

る
子
ど
も
が
い
ま
す
。な
か
に
は
、

公
共
の
場
で
の
振
る
舞
い
方
を
教

え
ら
れ
て
い
な
い
子
ど
も
も
い
る

よ
う
で
す
。
保
護
者
は
日
ご
ろ
か

11月20日に、湖周道路の交通規制が行われます。

問い合わせ先 びわ湖男女駅伝実行委員会事務

局☎077-528-4617

彦根市には３つの老人福祉センターがあり、市内

に住む60歳以上の人なら、だれでも利用できます。

老人福祉センターでできること

・生活相談、健康相談などの相談

・電子浴やあんま機な

ど健康器具の利用

・浴場の利用

・談話室での団らん

（読書や囲碁など）

・園芸や民謡などいろ

いろな生き生きクラ

ブ（趣味クラブ）の

活動もあります

《詳しくはお問い合わせ

ください》

対
象
児

３
歳
児
＝
平
成
14
年
４
月
２
日
か
ら

同
15
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
幼
児

４
歳
児
＝
平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら

同
14
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
幼
児

◆
募
集
人
員

《
３
歳
児
》

▽
彦
根
幼
稚
園
（
本
町
一
丁
目
）

20
人

※
池
州
分
園
を
の
ぞ
く

▽
平
田
幼
稚
園
（
平
田
町
）

20
人

▽
城
北
幼
稚
園
（
松
原
町
）

20
人

▽
城
陽
幼
稚
園
（
日
夏
町
）

20
人

▽
稲
枝
東
幼
稚
園
（
稲
部
町
）

20
人

▽
旭
森
幼
稚
園
（
東
沼
波
町
）

20
人

▽
金
城
幼
稚
園
（
大
藪
町
）

20
人

▽
佐
和
山
幼
稚
園
（
芹
川
町
）

20
人

《
４
歳
児
》

▽
彦
根
幼
稚
園
（
本
町
一
丁
目
）

70
人

▽
彦
根
幼
稚
園
池
州
分
園
（
池
州
町
）

35
人

▽
高
宮
幼
稚
園
（
高
宮
町
）

70
人

▽
平
田
幼
稚
園
（
平
田
町
）
１
０
５
人

▽
稲
枝
東
幼
稚
園
（
稲
部
町
）

35
人

▽
旭
森
幼
稚
園
（
東
沼
波
町
）

70
人

▽
城
北
幼
稚
園
（
松
原
町
）

70
人

▽
金
城
幼
稚
園
（
大
藪
町
）
１
０
５
人

▽
佐
和
山
幼
稚
園
（
芹
川
町
）

70
人

▽
城
陽
幼
稚
園
（
日
夏
町
）

70
人

応
募
資
格

本
人
お
よ
び
保
護
者
が

市
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
（
平

成
18
年
４
月
１
日
ま
で
に
市
内
に

居
住
す
る
こ
と
が
確
実
な
場
合
を

含
む
）

◆
入
園
申
込
書
の
交
付

期
間

11
月
15
日
㈫
〜
12
月
２
日
㈮

の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

場
所
　
入
園
を
希
望
す
る
幼
稚
園
ま

た
は

教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
（
尾
末
町
）

◆
入
園
申
込
書
の
受
付

期
間

11
月
28
日
㈪
〜
12
月
２
日
㈮

の
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

場
所

入
園
を
希
望
す
る
幼
稚
園

※
入
園
申
込
書
と
連
絡
用
封
筒
（
保

護
者
の
住
所
、
氏
名
を
書
い
て
、

80
円
切
手
を
は
っ
た
も
の
）
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
☎
24-

７
９
７
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

９
１
９
０
番

平
成
18
年
度

市
立
幼
稚
園
入
園
申
込
の
受
付

老人福祉センターを
ご利用ください

情報
掲示板

情報
掲示板
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〈目的〉市内に数多く存在する城跡への理解と文化財を愛す

る心を高めるため開催します。２回目は佐和山城跡を訪ね

ます 〈内容〉佐和山城跡での現地学習と清掃活動 〈日時〉

12月３日㈯９：00～12：30 〈集合・解散場所〉龍潭寺前

駐車場（古沢町）※駐車場の台数が限られています。自動車

で参加の人は、相乗りでお越しください 〈募集人員〉50

人（先着順）〈参加費〉無料 〈募集開始〉11月15日㈫ 〈応

募方法・問い合わせ先〉電話かファクスで住所、電話番号、

参加者名を 教育委員会文化財課☎26-5833、FAX26-

5899にお知らせください。 教育委員会ホームページ
http://edu.city.hikone.shiga.jpからも申し込めます

生活習慣病患者は増え続けています。なかでも糖尿病は、

全国で推定740万人、将来糖尿病になる可能性のある人を

含めると1,620万人にものぼると言われています。

糖尿病は病気に対する理解を深めることが治療効果を高

めることにつながります。患者さん本人だけでなく、家族

や糖尿病に関心のある人もぜひ参加してみてください。

〈日時〉11月25日㈮　13：30～16：30 〈内容・講師〉①楽

しく、おいしい食事療法～鍋料理編～（管理栄養士）、②

リフレッシュ筋肉体操のすすめ（理学療法士）、③糖尿病

に合併しやすい皮膚病について（皮膚科医師）④糖尿病と

お口のかかわり（歯科口腔外科医師・歯科衛生士）〈場所〉

市立病院３階　講堂 〈参加費〉無料　〈問い合わせ先〉彦

根市立病院外来１ブロック☎22-6050（内線1302）※問

い合わせは、月～金曜日の13：00～17：00にお願いします。

〈内容〉城山の様々な種類の樹木を観察します 〈日時〉11月

27日㈰９：00～12：00（天候により中止になることがあ

ります）〈集合場所〉彦根城桜場駐車場前（８：50までに集

合）〈参加費〉無料〈申込・問い合わせ先〉快適環境づくり
をすすめる会事務局（ 生活環境課内）☎30- 6116、
FAX27-0395

〈特長〉 留学・就職に役立つ英語の総合的な習得を目指す

コースや、目的や時間に併せて選べる様々なコースがあり

ます　 英語の指導経験豊富なプロの米国人講師から実践

的な英語を学べます　 日本語を学んでいる留学生と交流

できます　〈コース名、日時、受講料〉 集中コース＝月

～金曜日の10：00～15：10（毎週20時間）、29万円　

モーニングコース＝月～金曜日の10：00～12：00（毎週

10時間）、15万円　 スキル・テーマ別コース（総合英語、

アメリカ文化、ライティング、スピーキング・リスニング

の４コース）＝各週１～２回（毎週２～４時間）４万円～

８万円　 夜間コース＝月・木曜日の19：00～20：30）

６万5,100円 〈開講期間〉平成18年１月５日㈭～３月22

日㈬〈場所〉ミシガン州立大学連合日本センター（松原町）〈申

込期限〉12月13日㈫ 〈申込・問い合わせ先〉同センター☎

26-3400、FAX24-9356、E-mail: sifah@mx.biwa.ne.jp

〈趣旨〉私たちの周りの身近な環境、特に水環境について見

つめなおし、考えましょう。この講座は、来年度以降に彦

根市環境保全指導員として活躍していただける人材を養成

することをねらいにしています　※原則としてすべての講

座に参加してください 〈日程・内容・場所〉下の表の通り

〈定員〉20人 〈申込方法・問い合わせ先〉11月17日㈭以降に

電話で彦根市環境保全指導員連絡会議（ 生活環境課内）☎

30-6116、FAX27-0395へ

募　集

錦秋の玄宮園ライトアップ
（夜間特別公開）

期　間 11月15日㈫～12月４日㈰

18：00～21：00（入場は～20：30）

会　場 彦根城内玄宮園

参加料 大人　500円　小中学生　200円

玄宮園は、江戸時代初期を代表する「池
ち

泉
せん

回

遊式庭園」を現代に伝える名園で、中国唐時代

の玄宗皇帝の離宮をなぞらえているものです。

秋色に染まる夜の玄宮園は、昼とはまた別の表

情を見せ、池に映る紅葉はすばらしい眺めです。

なお、期間中玄宮園内の鳳
ほう

翔
しょう

台
だい

において、

お茶席が行われます（お菓子付きで500円）。

問い合わせ先 ㈳彦根観光協会　☎23-0001

彦根市立病院の糖尿病教室（後期）

第２回「彦根の城」探訪会
-名城　佐和山城を訪ねる-

ミシガン州立大学連合日本センター
冬期英語プログラム

彦根城樹木ウォッチング

市民環境スクール
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健康管理だより

小こ

山や
ま

康こ
う

士し

櫻ろ
う

ち
ゃ
ん

（
松
原
町
）

吉よ
し

村む
ら

彪
ひ
ょ
う

ち

ゃ

ん

（
大
堀
町
）

辻つ
じ

村む
ら

美み

来く

ち
ゃ
ん

（
平
田
町
）

※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

※収集のときは、バケツ１杯の水をご用意く

ださい。

12月前半

日曜納税相談
納税課では、毎月１回、日曜納税相談

窓口を設けて、納税についての相談を受け

付けています。11月の日程は右の通りです。

日　時 11月27日㈰10：00～16：00

場　所 納税課（市役所２階）

問い合わせ先 同課☎22-1411（内線210）

※駐車場での駐車時間は、30～40分間です。

１日㈭

２日㈮

５日㈪

６日㈫

７日㈬

８日㈭

９日㈮

12日㈪

13日㈫

幸、芹、安清、外、里根、野田山、正法寺、地蔵、西今、平田
（大沢）、開出今蔵の町団地、八坂東団地、三津、海瀬

里根、外、戸賀、小泉、山之脇、開出今蔵の町団地、八坂東団地、
野瀬、西今、三津、海瀬

後三条（下）、芹川、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、八坂北、
開出今団地（第１・３部）、大藪、開出今、西今、三津屋

中央（第２・３部）、立花、金亀、尾末、大藪、城町一丁目、城町
二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、開出今、西今、三津屋

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、元、船、旭、中藪一丁目、
中藪二丁目、中藪、長曽根南、開出今、甘呂、宇尾、須越

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、佐和、大東、錦（第１
部）、和田、平田（大沢を除く）、甘呂、宇尾、須越、八坂

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、橋向、新、芹中、後三条
（上）、平田（大沢を除く）、甘呂、日夏、竹ヶ鼻、八坂

平田（大沢を除く）、日夏、竹ヶ鼻、亀山地区、稲枝（西）、服部、
出路、田原、稲部（稲部）

日夏、亀山地区、稲枝（西）、肥田（西肥田を除く）、上稲葉、下
稲葉、本庄、普光寺、薩摩、金沢（金沢団地）

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【12月前半】

図書館休館日
５日(月)、１２日(月)

２日㈮

３日㈯

１日㈭

６日㈫

7日㈬

8日㈭

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前

葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
J A東びわこ鳥居本支店駐車場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
J A 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館

多 景 保 育 園 横
長 曽 根 町
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部

楡 公 民 館
昭 和 ア ル ミ 茂 賀 ハ イ ツ
広 　 野 　 会 　 館

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

９日㈮

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

12月前半

１３日㈫
西 清 崎 町 浄 宗 寺
亀 山 ニ ュ ー タ ウ ン
日夏ニュータウン第２期集会所前

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１４日㈬
開 出 今 町 菅 原 神 社
蔵 の 町 団 地 中 央 部
開出今第２団地（市立病院前）

１３：２０
１４：１０
１５：００

１０日㈯
J A 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
オ ー ミ 緑 化 造 園

１３：２０
１４：１０
１５：００
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今月の納税 固定資産税（第３期）11月30日㈬までに納めましょう

彦
根
を
代
表
す
る
地
場
産
業
の
一
つ

で
あ
り
、
経
済
産
業
省
の
伝
統
的
工
芸

品
に
指
定
さ
れ
て
い
る
彦
根
仏
壇
。
彦

根
市
で
は
、
彦
根
仏
壇
の
製
造
に
従
事

し
、
優
れ
た
技
術
を
持
つ
皆
さ
ん
を
表

彰
し
て
い
ま
す
。

日
　
時

12
月
２
日
㈮

午
前
９
時
〜

場
　
所

ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根
２
階

ビ
バ
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル

（「
第
24
回
く
ら
し
の
中
の
彦
根
仏
壇
展
」

会
場
）

29
回
目
を
迎
え
た
今
年
は
、
次
の
４

人
の
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。

木き

地じ

松ま
つ

宮み
や

三さ
ぶ

郎ろ
う

さ
ん

（
河
原
二
丁
目
）

漆
う
る
し

塗ぬ
り

吉よ
し

田だ

博
ひ
ろ
し

さ
ん

（
大
橋
町
）

彫
ち
ょ
う

刻こ
く

吉よ
し

田だ

邦く
に

章あ
き

さ
ん

（
米
原
市
）

錺
か
ざ
り

金か
な

具ぐ

田た

中な
か

道み
ち

子こ

さ
ん

（
東
沼
波
町
）

彦
根
城
と
と
も
に
城
下
町
の
姿
を
よ
く

残
し
て
い
る
の
も
彦
根
の

大
き
な
特
色
で
す
。

教

育
委
員
会
で
は
、
城
下
町

に
つ
い
て
も
調
査
を
進
め

貴
重
な
も
の
は
文
化
財
に

指
定
す
る
な
ど
保
護
に
努

め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
そ
の
成

果
の
一
端
を
広
く
市
民
の

皆
さ
ん
に
紹
介
し
、
城
下

町
に
対
す
る
理
解
と
愛
護

の
気
持
ち
を
培
っ
て
い
た

だ
こ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

日
時

11
月
26
日
㈯

午
前
９
時
〜
正
午

※
時
間
は
予
定
。
雨
天
の
と
き
は
中
止

場
所

彦
根
市
民
会
館
前
に
集
合
。
市

指
定
文
化
財
の
旧
鈴
木
屋
敷
長
屋
門

と
旧
彦
根
藩
足
軽
組
屋
敷
を
中
心
に
、

城
下
町
を
訪
ね
歩
き
ま
す

募
集
人
員

50
人
（
先
着
順
）

募
集
開
始

11
月
15
日
㈫

応
募
方
法

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
彦
根

市
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://edu.ciity.hikone.shiga.jp

）

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
フ
ァ
ク

ス
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
申
込
の

と
き
は
、
①
住
所
②
電
話
番
号
③
名

前
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員

会
文
化
財
課
☎
26-

５
８
３
３
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
26-

５
８
９
９
番

地元でとれる食材を使って、伝統食の昔

ながらの料理法を学びます

日時・料理内容　いずれも9：30～13：30

12月３日㈯ 打ち豆汁、黒豆煮、

白菜たたみ漬け、棒だらと里芋の煮物、

しめ鯖のうの花煮

平成18年１月21日㈯ 茶がゆ、え

び大根、にしんの麹漬け、ぜんざい、小

松菜サラダ

２月18日㈯ うなぎのじゅんじゅ

ん、柿なます、しじみのねぎぬた

場　所　ひこね街なかプラザ（本町一丁目・

四番町スクエア）

対　象　３回連続で参加できる人

定　員　25人（先着順）

参加費　3,000円（３回分）と材料費

講　師　滋賀の食事文化研究会会員

申込期限　11月20日㈰　17：00

申込方法・問い合わせ先　ひこね街なかプ

ラザ（本町一丁目・四番町スクエア内）☎

27-7755、FAX27-7766まで参加費

を添えて直接申し込んでください

３回目

２回目

１回目

旧鈴木屋敷長屋門▼湖国の伝統食
料理教室
参加者募集


